■ 安全上/使用上の注意 — 必ずお守りく ださい！一 


本書では、お使いになる方や他の人々への危害、財産への損害を未然に防ぐため、 
必ずお守りいただきたい事項を次のように表示しています。 

• 表示された指示内容を守らずに、誤った使用によっておこる危害および損害の度合いを 
次のように説明しています。_ 

この表示を守らずに、誤った使い方をすると、「死亡または重傷などを負う 
W a 可能性が想定される」内容を示しています。 

/\ この表示を守らずに、誤った使い方をすると、「傷害を負う可能性または物 

^ 的損害が発生する可能性が想定される」内容を示しています。 


• 次の絵表示で、お守リいただきたい内容を区別して説明しています。 



してはいけない「禁止」内容です。 

❶ 

必ず実行していただきたい「強制」内容です。 


△警告 

® 指定された電源電圧以外の電圧では使用しないでください。故障、過熱、発煙す 
るおそれがあり、火災•感電の原因となります。 

S 鼋源コードを引っ張ったり、コードの上に重いものを載せたリしないでください。 
火災•感電の原因となります。 

® 鼋源コードをとがった角や先端に引っ掛けたり、その上に吊るしたり、高温にな 
るものの上で使用しないでください。火災 • 感電の原因となります。 

® 本体を分解、または改造しないでください。火災•感電の原因となります。また、 
本書に記載されていない操作はしないでください。事故や故障の原因となリます。 

s 本体を踏んだリ、落としたり、叩いたりするなど、強い力や衝撃を与えないでく 
ださい。破損するおそれがあリ、火災•感電の原因となります。破損した場合には、 
鼋源を切リ、鼋源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの販売店へご連絡く 
ださい。そのまま使用し続けると、火災•感電の原因となります。 

( S ) ぬれた手で本体や鼋源コード、 AC アダプターを操作しないでください。故障や火 
災•感電の原因となります。 

® 本体や鼋源コードを水に浸したり、水をかけたりしないでください。また、風呂場- 
脱衣場 • 温室などの湿気の多い場所で使用および保管をしないでください。故障 
や火災•感電の原因となリます。水などをこぼした場合には電源を切り、 AC アダ 
プターをコンセントから抜き、お買い上げの販売店へご連絡ください。そのまま 
使用すると、火災•感電の原因となります。 

( S ) 乳幼児の手が届く場所で設置•使用しないでください。本体を倒したリ、誤った 
使用により、思わぬ事故を起こす原因になります。 


S 以下のような場合は、本製品を絶対に使用しないでください。火災•感電の原因 
となるおそれがあります。 

• 動作不良 
• 電源 コー ドの損傷 

• 落下あるいはその他の原因による損傷 

® 本体のお手入れには、台所用中性洗剤以外は使用しないでください。水タンク内 
部に洗剤が残り、有毒ガスが発生したり、故障の原因となるおそれがあります。 


△注意 

( S ) 本製品の運転中は、決して本体内部の超音波振動板に触れないでください。けが 
や故障の原因となります。 

0 AC アダプターをコンセントから抜く際は、コードを引っ張らないでください。破 
損や感電の原因となります。 

® 電源コードを引っ張って製品本体を移動させたりしないでください。破損や感鼋 
の原因となります。 

® 電源コードを垂れ下がったままにしておくと、つまずくおそれがありますので、 
おやめください。けがや故障の原因となるおそれがあります。 

〇以下のような場合は、必ず AC アダプターをコンセントから抜いてください。守ら 
ないと感電やけがの原因となるおそれがあリます。 

• 本製品を移動させるとき 
• 本製品のお手入れを行うとき 
• 水タンクを開ける、または水タンクに注水するとき 
• 本製品の使用後 
• 本製品が正常に動作しないとき 

® 必ず常温の新しい水道水を使用してください。ミネラルウォーター、アルカリイ 
オン水、井戸水、浄水器の水などを使用すると、水アカが多くなったり、カビや 
細菌が繁殖しやすくなります。 

® パソコンやテレビなどの電子機器や電気製品、ピアノや特殊な塗装の家具、壁紙 
や特殊な表面加工の壁面などの上や近くには設置しないでください。転倒して水 
をこぼしたリすると、機器の故障の原因となるおそれがあります。 

0暖房器具や火気のそばなどの高温になる場所には、本製品を設置しないでくださ 
しヽ。 本体の故障や変形の原因となります 

S 噴霧ノズルからは絶対に注水しないでください。また、本製品にアロマオイルは 
使用しないでください。故障の原因となります。 
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大切に保管してください。 


安全上/使用上の注意 
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こ'使用にあたって 


■ 同梱されているもの 


•本体 

籲ボトル コネクター （ A タイプと B タイプの2種） 
•取扱説明書（保証書は取扱説明書裏面に記載） 

_携帯用ポーチ 
•専用 AC アダプター 


■ 各部の名称 



タンク 



• 水漏れを防ぐため、稼働中に本製品を移動または傾けたりしないでください。 

• 本製品に付属の AC アダプターのみを使用してください。 

• 取扱説明書をよくお読みになり、その指示に従ってください。 

• 屋外で使用しないでください。 

• 暖房機器付近または引火性•可燃性の蒸気、もしくは製品がある場所でのご 
使用は避けてください。 

• AC アダプターが壊れた場合、本製品を操作しないでください。 

• コンセントから AC アダプターを抜くときは AC アダプターを持ってゆっくリ 
と抜いてください。電源コードを引っ張って抜くと、鼋源コードまたはその 
他のパーツを破壊し、安全上の問題を引き起こすおそれがあります。 

• ボトル交換もしくはメンテナンスをするとき、または使用していないときは 
必ず電源を切リ、 AC アダプターをコンセントから抜いてください。 

•本体にペットボトルを取リ付けるとき、または稼動時には、必ずバランスサ 
ポーターを設置してください。 

•本製品稼働中にトップカバー、噴霧ノズル、ペットボトルおよびボトルコネ 
クターを含めた全てのノヽ°ーツは外さないでください。 

•超音波振動板に触らないでください。破損した場合、製品不良による製造業 
者の品質保証の対象外となります。 


■主な特長 


• 超音波振動を利用して加湿します。 

• 水切れ自動停止機能付きです。 

• 落ち着いたイェローの LED ライト付き。 

♦ 水の補充なしで約6 ± 1.5 時間稼動可能です。 （500 ml ボトル満水時) 
• 旅行や自宅およびオフィスでのご利用に最適です。 
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保証書 


製品名 

CUTENSIL ペットボトル加湿器 (CU56-HF) 


保証期限 

お買い上げ日より6ヶ月間 


お買上げ日 

年 月 

日 

お客様 

お名前 



ご ■ 



電話番号 



[[販売店様へお願い]保証書の空欄部分に販売店名、お買し、上げ年月日をご記入くださし、ますようお願いいたします。 


■発売元 


株式会社ラドコブ 


干 135-0031 東京都江東区佐賀 1-5-9 永代 MK ビル 
http://ladonna-co.net/ 


保証規定 


1 . ユーザーズガイ ド等の注意書きに従った正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合には、お買い上げの販売 
店、または当社にご連絡ください。当社が無償にて修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無償修理をお受けになる場合には、本書をご持参、ご提示の上、お買い上げの販売店にご依 
頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等で、本書に記入してあるお買い上げ販売店に修理をご依頼になれない場合には、当社へご相 
談ください。 

4. 保証期間内でも、次の場合には有償修理になります。 

(イ）使用上の誤リや、お客様による修理や改造による故障および損傷 
お買い上げ後の落下等による故障および損傷 

火災•地震 • 水害 • 落雷 • その他の天災地変、公害や異常電圧による故障および損傷 
_般家庭用以外(例えば、業務用の長時間使用)に使用された場合の保証および損傷 
本書の提示が無い場合 

本書にお買い上げ年月日 • お客様名 • 販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書きかえられた場合 
別売品、 AC アダプター等の本体同梱付属品の消耗•摩耗•故障•損傷 • 紛失 
本体の消耗 . _.損傷.紛失 

5. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。 (This Warranty is valid only in Japan.) 

6. 本書は再発行しませんので、紛失しないように大切に保管してください。 

この保証書は本書に明示した期間 • 条件のもとにおいて無償修理のお約束をするものです。 

したがって、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではあリません。 

<アフターサービスについて> 

■ 保証書：保証書は、販売店名 • お買い上げ年月日などの記入をお確かめの上、販売店よりお受け取りください。ま 
た、保証規定の内容をよくご覧の上、大切に保管してください。 

■ 修理に出されるときは： 保証期間中は、保証書に記載されているものについては、無償で修理いたします。ただし、 
本書に記載の、安全および使用に関する注意事項を無視した上での故障や破損、無断で分解 • 改造を加えた場合 
などは、有償となる場合があります。また、保証期間を過ぎた場合も有償での修理となります。 

■ 廃棄について： 本製品および梱包材の廃棄方法については、各自治体の指示に従って行ってください。 

■ お問い合わせ： アフターサービスについてご不明な点やご相談、お困りのときは、お買い上げいただいた販売店 
または当社までお問い合わせください。 


(口） 

(ハ） 

(-) 

(ホ） 

(へ） 

(卜） 

(チ） 
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〒135-0031東京都江東区佐賀 1-5-9 永代 MK ビル 
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ご使用にあたつて/主な特長 


同梱されているもの/各部の名称 





































































■設置する 


■ AC アダプターの接続 


[ T ] 加湿器を箱から取り出し、ユニット本体の底部から 
2 つの バランス サポーターを 伸ばしてください。 


[ 2 ] ユニット本体を安定した平らな場所に設置じてください。 



m 


AC アダプターの出カプラグを、 
ユニット本体の DC ジャックにつ 
なげてください。 




| T | AC アダプターをコンセントに差し込んでください。 



■ぺットボトルのセツト 


[ 4 ] 噴霧ノズルの上下を逆にし、トップカバーの開口部 
に入れ、奥までしっかりと差し込んでセットしてくだ 
さい0 




[ T ] 空のペットボトルに水道水を入れてください。 

fZSw 意 

• お湯は使用しないでください。超音波振動板を破壊するおそれがあります。 

• 必ず常温の新しい水道水を使用してください。ミネラルウォーター、アルカリイオン水、 
井戸水、浄水器の水などを使用すると、水アカが多くなったり、カビや細菌が繁殖し 
やすくなります。 

• ペットボトルは、よくすすいでから使用してください。 

^ — ^ 

[ 2 ] 適合するボトルコネクターを選び、ボトルの口にしつ 
かりと固定してください。 


ボトルコネクター上面に 
" A "" B " のタイプが刻印されています。 



[ 3 ] ボトルを逆さまにし、ボトルコネクターと 
トップカバーの凸凹を合わせて下向きに 
押じ C ください。 

ボトルが固く固定され、水がタンクに注入 
され始めます。 

意 

• 水タンクに水が入った状態でユニット本体を 
移動する際は、傾けたリしないでください。 

送風口から浸水し、故障および水漏れの原 

因となリます。 

• ペットボトルからの注水が終了し、タンクが 
満水になった後、製品の電源を入れることが 
できます。 

• ペットボトルの水を取リ換える際は、本体水 
タンク内に残った水も空にしてから行ってく 
ださい。 

• 一度セットしたペットボトルは何度も抜き差 
ししないでください。送風口から浸水し、故 
障および水漏れの原因となります。 

• 設置する場所や環境によって、周囲が濡れる 
場合があります> その場合、設置場所を変更 
するか、下に乾いた布などを敷し、てください。 

• 本製品にアロマオイルは使用しないでくださ 
い。故障の原因となります。 



MEMO 


ボトルコネクターは、多種類の 
ボトルに対応するよう、サイズ 
の異なる A 、 B の2種類が用 
意されています。ボトルの種類 
によってはご使用になれない 
ものもありますので、ご注意く 
ださい。 


※ボトルコネクター接続時は、 
必ずペットボトルを逆さまに 
じこ水漏れが発生しないこ 
とを確認してください。 


■ 電源オン 


[T] 電源スイッチを押してください。 

LED ライトが点灯して、噴霧を開始します。 


MEMO 


水切れ自動停止機能について 

7 j < 位が低下すると水位センサーが稼動し、自動的に噴霧を停止します （ LED ライトは点 
灯し続けます)。ボトルに水を補充すると、噴霧を再開します。 
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[ T ] (電源オン時に）電源スイッチを押してください。 

LED が消灯し、電源がオフになります。 

[ 2 ] コンセントから AC アダプターを抜いてください。 

[ 3 ] ユニット本体の DC ジヤックからプラグを抜し、てくださし、。 


■ タンクを空にする 


[T] ユニット本体からペットボトルを外してください。 
[ 2 ] トップカバーと噴霧ノズルを外じ T ください。 
[ U タンク内の水を捨ててください。 


電源オフ 


お手入れ 


■故障かな？と思ったら 


• AC アダプターは正しく差し込まれていますか？ 

— AC アダプターを正しく差し込んでください。 
• 電源はオンになっていますか？ 

—電源スイツチを押してください。 


• タンク内の水は足リていますか？ 

— ボトルに水を補充してください。 


• 超音波振動板または水位センサーにミネラル沈殿物が付着していませんか？ 


4 超音波振動板、 

または水位センサーを掃除してください。 

■仕様 


品名 

CUTENSIL ぺットボトル加湿器 

型番 

CU 56 -HF 

加湿方式 

超音波振動方式 

電源 

宙-用 A r アダプター 

入力： AC 1 00 V , 50/60 Hz 出力： DC 24 V , 0.5 A 

消費電力 

約 12 W 

適用ペットボトル容量 

500 ml ボトルまで 

連続運転時間 

約 6 時間 ±1.5 時間 

加湿量 

約80 ml/h ± 30 ml/h 

電源コード長 

約 1.8 m 

外形寸法 

約 63( W ) X 91 ( D ) X 88 ⑻ mm (バランスサボーター収納時） 

重量 

約152 g (専用 AC アダプター含まず） 

材質 

本体： PP 噴霧ノズル•ボトルコネクター : ABS 

使用環境 

温度5〜35て湿度30〜80 % ( 結露なきこと） 


※使用環境により、加湿量 • 連続運転時間は異なります。 

※ PET ボトルは市販品をご使用ください。 

本書の内容および製品仕様は、予告なく変更されることがあります。 
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<お手入れの目安> 

• 1日1回、使用後に行ってください。また、本製品を収納する前や、長期間 
ご使用になっていなかった場合にも行ってください。 

• 1回の使用毎に水を入れ換えてください。 

[TSli. 

• お手入れを行う前には、電源をオフにして、必ず AC アダプターをコンセントから抜いてくだ 
さい0 

^ —J) 

[TI 「タンクを 空にする （ P .8)」 の説明に従つ T ； タンク内を空にしてください。 


[ 2 ] 湿った布と乾いた布を使って、タンクの汚れと水分を 
拭き取ってください。 


1 3 1 乾いた柔らかい布で、水位センサーに付いたミネラル 
沈殿物とゴミをやさしく拭き取ってください。 


@乾いた柔らかい布で、超音波振動板に付いた湯ァヵ 
(白いミネラル沈殿物とゴミ）をやさしく拭き取ってく 
ださい。 


|7 lX 注意 

• 洗剤を使って、タンク、超音波振動板および水位センサーを掃除しないでください。 
溶けた溶剤により、故障の原因となります。 

• 超音波振動板は精密部品です。製品を末永く快適にお使いいただくため、常にメンテ 
ナンスを心がけ、清潔な状態を保つようにしてください。 
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超音波振動板 




源が入らない （ LED ライトは消灯状態) 


が出ない （LED ライトは点灯状態) 


タンクは満水状態だが、霧が出ない、または霧が少ない （ LED ライトは点灯状態) 


注意 


水切れ自動停止後も水タンクにはまだ水が残っています^送風口への浸水を避けるた 
め、 ユニット 本体を傾けないでください。 


( f 7 !V 主意 


-^ 

• 水タンク内の水を捨てる際は右図の向きで 
行い、送風口に水が入らないよう注意じ T 
ください。 


/ 

送風口に浸水すると、故障および水漏れの 
原因となります。 

i 

ここから雀 

w 

— 




お手入れ 


故障かな？と思つたら/仕様 













































































































































